
京
九
(
北
京
¦
九
竜
)
鉄
道
は
、
中
国

の
南
北
を
貫
く
新
し
い
大
動
脈
だ
。
北
は

北
京
か
ら
始
ま
り
、
河
北
省
の
覇
州
、
山

東
省
の
脚
城
、
河
南
省
の
商
正
、
安
徽
省

の
阜
陽
、
湖
北
省
の
麻
城
、
江
西
省
の
南

昌
、
広
東
省
の
竜
川
、
深
判
を
経
由
し
て

香
港
の
九
竜
に
至
る
。
全
長
実
に
二
三
七

0
キ
ロ
。
七
つ
の
省
を
結
ぶ
乙
の
鉄
道

は
、
中
国
鉄
道
建
設
史
で
も
初
め
て
の
大

規
模
公
る
の
。
そ
の
投
資
額
6
長
高
で
あ

り
、
単
一
路
線
で
は
最
長
で
、
震
も
困
難

公
工
事
だ
。
一
九
九
七
年
比
竣
工
の
予
定

だ
が
、
九
五
年
比
は
全
線
の
レ
1
ル
敷
設

を
終
え
、
九
六
年
比
は
付
属
設
備
を
整
え

な
が
ら
、
経
済
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
乙
と

が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

京
九
線
の
長
江
以
北
の
各
区
聞
は
昨
年

す
で
に
着
工
し
た
。
且
取
る
お
く
れ
て
乙
の

が
あ
る
で
は
な
い
か
、
ど
う
し
て
6
う
一

つ
京
九
線
を
建
設
す
る
の
か
0
・
そ
ん
伝

疑
問
を
・
6
つ
人
に
は
、
乙
の
よ
う
に
答
え

よ
う
。

一
九
九
三
年
四
月
二
+
目
、
京
九
鉄
道
の
か
ぎ

を
に
ぎ
る
吉
安
¦
定
南
区
間
の
工
事
が
開
始
さ

れ
、
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
の
胡

錦
湾
氏
(
中
央
)
が
テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。 中

国
で
汽
車
旅
行
t

守
し
た
乙
と
の
あ
る

外
国
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
6
の
す
ご
い
混

雑
ぶ
り
に
び
っ
く
り
さ
れ
た
乙
と
だ
ろ

う
。
ど
の
列
車
も
毎
日
お
客
が
い
っ
ぱ
い

で
、
普
通
の
と
き
で
6
五
O
I
七
O
%
、

ひ
ど
い
時
は
一
O
O
%
以
上
品
定
員
を
オ

ー
バ
ー
し
て
い
る
。
立
ら
っ
ぱ
公
し
の
乗

客
は
、
全
国
で
一
日
平
均
八
十
万
人
に
上

る
と
い
う
推
計
五
あ
る
。

春
節
(
悶
暦
の
正
月
)
の
乙
ろ
と
も
公

る
と
、
4
b
っ
と
ひ
ど
い
。
今
年
の
春
節

色
、
前
後
四
十
日
間
に
全
国
で
一
億
千
八

百
万
人
の
人
が
鉄
道
で
大
移
動
し
た
。
乙

の
期
間
、
数
両
ど
こ
ろ
か
十
両
以
上
増
結

し
た
列
車
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
・
6
足
り

ず
、
ど
の
列
車
も
二
O
O
%
以
上
の
乗
客

で
ご
っ
た
返
し
た
。
客
席
の
茶
卓
K
三
人

・
も
の
人
聞
が
腰
か
け
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル

の
ト
イ
レ
に
十
数
人
が
立
ち
、
荷
物
欄
の

上
、
座
席
の
下
が
人
ま
た
人
で
う
ず
め
ら

れ
た
。

新
中
国
が
成
立
し
た
当
初
、
中
国
の
鉄

道
は
毎
年
延
べ
一
億
人
そ
輸
送
し
て
い
た

が
、
一
九
九
二
年
は
延
べ
十
億
人
K
と
ど

ま
っ
た
。
中
国
人
は
一
人
平
均
年
比
一
回

し
か
汽
車
に
乗
ら
な
い
、
と
い
う
乙
と

だ
。
日
本
人
は
六
十
五
回
、
フ
ラ
ン
ス
人

は
十
四
・
七
回
、
イ
ン
ド
人
は
四
・
一
回

と
い
う
数
字
と
比
べ
る
と
、
中
国
人
の
旅

行
回
数
が
い
か
に
少
作
品
い
か
が
わ
か
る
。

四
月
に
着
工
し
た
の
が
吉
定
(
吉
安
l
定

南
)
区
間
で
、
京
九
線
の
最
重
要
部
分
で

も
あ
る
。
乙
の
区
聞
は
江
西
省
を
縦
貫
す

る
6
の
で
、
北
の
吉
安
か
ら
泰
和
、
興

か
ん
し
ゅ
う

園
、
輔
州
、
南
康
、
信
豊
、
竜
南
、
定
南

と
南
下
し
て
広
東
省
内
K
入
る
。
そ
の
距

離
は
三
四
五
キ
ロ
、
京
九
線
で
地
理
条
件

が
最
も
悪
い
た
め
設
計
完
成
が
最
後
に
な

り
、
工
事
色
最
る
困
難
生
も
の
K
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。
全
線
が
高
山
地
帯
に
あ

り
、
ト
ン
、
ネ
ル
・
6
九
十
四
、
合
計
三
四
・

二
キ
ロ
に
上
る
。
乙
れ
は
京
九
全
線
の
ト

ン
ネ
ル
の
五
九
・
八
%
を
占
め
、
ト
ン
ネ

ル
と
橋
の
連
続
区
聞
も
多
い
。
そ
の
う
ち

最
長
の
吉
安
橋
は
長
さ
二
六
二
0
メ
ー
ト

ル
、
橋
脚
は
七
四
本
6
あ
る
。
地
質
構
造

は
複
雑
で
、
最
大
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る

工
事
だ
が
、
期
聞
は
十
八
カ
月
し
か
許
さ

れ
て
い
公
い
。
現
在
す
で
κ
、
中
国
鉄
道

建
築
総
公
司
に
属
す
る
十
万
人
近
い
職
員

と
労
働
者
が
、
江
西
省
の
工
事
現
場
で
多

忙
公
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
6
中
国
の
鉄
道
は
重
荷
K
悲
鳴
を

上
げ
て
い
る
の
だ
。

貨
物
輸
送
K
つ
い
て
は
、
年
と
と
も
に

状
況
が
厳
レ
〈
伝
っ
て
い
る
。
物
が
作
品
い

の
で
は
公
〈
速
ほ
う
に
品
運
ぴ
き
れ
令
い

の
だ
。
あ
る
中
央
の
指
導
者
が
山
西
を
視

察
し
た
時
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
の
石

炭
が
つ
い
K
風
化
し
、
自
然
発
火
し
て
い

る
の
を
見
て
、
一
涙
に
く
れ
た
と
い
う
。
そ

の
く
せ
東
側
の
沿
海
地
方
で
は
、
電
力
が

常
に
不
足
し
、
生
産
を
制
限
な
い
し
停
止

す
る
ζ
と
が
珍
し
く
令
い
状
況
な
の
だ
。

中
国
の
鉄
道
は
百
年
以
上
の
歴
史
を
も

つ
が
、
新
中
国
成
立
前
は
総
延
長
二
・
二

万
キ
ロ
し
か
生
か
っ
た
。
新
中
国
が
成
立

し
て
四
十
数
年
の
聞
に
計
三
万
キ
ロ
あ
ま

り
の
新
鶴
が
建
設
さ
れ
、
一
九
九
二
年
末

現
在
、
営
業
キ
ロ
数
は
五
万
三
八
九
0
キ

ロ
に
達
し
て
い
る
。
9

乙
の
数
字
か
ら
一
万
平
万
キ
ロ
あ
た
り

の
鉄
道
密
度
を
計
算
す
る
と
、
中
国
は
五

六
・
一
キ
ロ
で
、
世
界
第
七
十
位
以
下
と

な
る
。
ち
令
み
に
イ
ン
ド
の
そ
れ
は
二
O

八
・
四
キ
ロ
で
中
国
の
三
・
七
一
倍
強
に

仕
る
。

ま
た
人
口
比
で
み
れ
ば
、
一
万
人
あ
た

り
で
、
ア
メ
リ
カ
八
・
三
キ
ロ
、
日
本
七

キ
ロ
、
イ
ン
ド
0
・
八
キ
ロ
。
中
国
は

0
・
四
五
キ
ロ
で
世
界
第
百
位
以
下
と
仕

る
。
ζ
の
数
字
を
一
人
あ
た
り
に
直
す

地
元
も
積
極
的
に
協
力
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乙
の
吉
安
区
閣
の
両
仰
に
、
中
国
革
命

揺
鑑
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
井
岡
山
が
広

が
り
、
東
に
は
一
九
三
0
年
代
に
中
国
初

の
ソ
ビ
エ
ト
臨
時
中
央
政
府
が
設
け
ら
れ

た
瑞
金
が
あ
る
。
乙
れ
ら
の
地
区
に
は
い

ま
ま
で
鉄
道
が
作
品
か
っ
た
。

鉄
道
開
通
後
は
、
乙
の
革
命
根
拠
地
比

住
む
人
ぴ
と
の
貧
困
も
解
消
さ
れ
、
江
西

経
済
の
発
展
と
改
革
開
放
の
促
進
比
大
き

公
役
割
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
江
西
の
人
ぴ
と
は
猷
道
建
設

κ
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。
江
西
省
政

府
は
、
か
つ
て
労
農
赤
軍
を
支
持
し
て
い

た
時
と
同
じ
よ
う
に
鉄
道
建
設
を
全
面
的

に
支
持
し
よ
う
、
と
呼
び
か
け
た
。
多
く

の
泉
、
市
が
自
発
的
K
京
九
鉄
道
建
設
支

援
事
務
局
を
設
け
、
土
地
の
収
用
、
民
家

の
賃
貸
、
生
活
面
の
便
宜
の
提
供
、
工
事

の
進
行
の
保
証
公
ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ

て
協
力
し
て
い
る
。
京
九
線
が
江
西
省
内

で
占
め
る
用
地
は
六
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
え
る
が
、
供
用
は
す
べ
て
順
調
に
行
わ

れ
た
。
た
く
さ
ん
の
住
民
が
、
私
情
を
捨

て
て
墓
地
を
う
っ
し
、
畑
の
作
物
そ
抜
い

た
。朱

副
総
理
が
総
顧
問
に

北
京
l
広
州
聞
に
は
、
す
で
K
京
広
線

と
、
わ
ず
か
四
・
五
セ
ン
チ
K
過
ぎ
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
の
貨
物
総
輸

送
量
の
七
O
%
以
上
、
旅
客
総
輸
送
量
の

五
O
%
以
上
を
、
鉄
道
が
担
っ
て
い
る
の

だ
。乙

の
深
刻
令
状
況
は
、
中
央
指
導
者
の

重
視
す
る
と
ζ
ろ
と
な
っ
た
。
鉄
道
部

(
省
)
は
「
三
年
を
決
戦
期
間
と
定
め
、

全
国
の
鉄
道
建
設
に
拍
車
を
か
け
よ
う
」

と
い
う
新
構
想
の
色
と
に
、
重
点
プ
ロ
ツ

ェ
ク
ト
建
設
を
優
先
さ
せ
る
進
度
調
整
を

行
い
、
「
第
八
次
五
カ
年
計
画
」
を
繰
り

上
げ
て
完
成
さ
せ
る
乙
と
を
決
め
た
。
そ

の
中
に
は
、
京
九
(
北
京
¦
九
竜
)
線
の

ほ
か
、
蘭
新
(
甘
粛
省
の
蘭
州
¦
新
彊
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
の
ウ
ル
ム
チ
)
複
線
、
宝

中
(
映
西
省
の
宝
鶏
l
寧
夏
回
族
自
治
区

の
中
衛
)
線
、
侯
月
(
山
西
省
の
侯
馬
¦

河
南
省
の
月
山
)
線
令
ど
の
十
路
線
が
含

ま
れ
て
い
る
。

全
国
の
鉄
道
建
設
の
主
管
者
で
あ
る
朱

舘
基
副
総
理
は
、
す
す
ん
で
困
難
に
当
た

ろ
う
と
京
九
鉄
道
建
設
総
顧
問
の
職
に
つ

く
と
と
も
に
、
沿
線
各
省
の
常
務
副
省
長

も
そ
れ
ぞ
れ
の
区
聞
の
顧
問
と
公
る
よ
う

希
望
し
た
。

い
ま
の
情
勢
か
ら
見
れ
ば
、
一
九
九
五

年
に
京
九
線
の
レ
l
ル
敷
設
工
事
が
完
成

さ
れ
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
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)


